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１．はじめに 表１ 検証項目確認表 

アプリケーション呼び出し問題の発生可能性あるシナリオ

ログ出力視聴者に関する条件

代替視聴環境に関する条件

コンテンツ視聴、操作履歴に関する条件

視聴制御実行内容視聴制御条件

アプリケーション呼び出し問題の発生可能性あるシナリオ

ログ出力視聴者に関する条件

代替視聴環境に関する条件

コンテンツ視聴、操作履歴に関する条件

視聴制御実行内容視聴制御条件

に検証項目をまとめたものを示す。検証の結果、全検証シナリオに

おいて意図どおりの視聴制御が実現できることを確認した。 

我々は、大容量・低価格なハードディスクを利用した蓄積型放

送あるいはサーバー型放送において、メタデータ（以下MDと呼

ぶ）を利用して視聴者の自由な番組視聴と放送局の意図を反映する

番組視聴制御 (PVC: Program Viewing Control) 方式を提案して

いる[1, 2, 3, 4, 5]。本稿では、視聴制御語彙の妥当性と動作の正当

性、提案方式の有用性を検証するために、PVCプロセッサのプロ

トタイプシステムを実装し評価を行った。また、語彙拡張方式につ

いての検討も合わせて報告する。 2.4. 問題の発生可能性のあるシナリオ 
２．PVCプロセッサプロトタイプシステムの実装 検証シナリオの中で、代替プロセスにおいて問題が発生する可能

性のあるシナリオが2点あることがわかった。 2.1.実装環境 
ひとつは、コンテンツに付随するMDがお互いのコンテンツを

代替対象として指定してしまう場合、代替コンテンツが決定される

ことなく無限に図2の①と②の様に代替が繰り返される場合であ

る。これを無限ループと呼ぶことにするが、この問題に対しては、

毎代替実行時に代替ログを確認し、同一コンテンツ間での代替が一

代替プロセスで二度行われている場合をチェックすることで防止

する。無限ループが発生した場合、適切な代替コンテンツが発見さ

れることはないので、プロセッサは図2の②を実行せずプロセスを

終了する。 

プロトタイプシステムの実装環境は以下の通りである。 
a)使用言語：J2SDK 1.4.2_04, XML 
b)XML Parser：Xerces-2.5.0 
c)コンテンツ操作・表示：Java Multimedia Framework2.1.1e 
 前提条件として、視聴制御条件を実行する際に取得される視聴環

境情報、視聴者情報は予め取得されている事とする。 
2.2 実装内容 
 PVCプロセッサのプロトタイプ実装については、文献[2]で詳述

している。システムのGUIを図1に示す。 
もう一点は、例えば以下のシナリオにおいて発生する（図２）。 
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１）Aを視聴するためにはBの視聴履歴が必要。→ Bの視聴履

歴がない（図2、③）ので先にBを視聴しなければならない。 
２）Bを視聴するためにはAの視聴履歴が必要。→ Aの視聴履

歴がない（図2、③）ので先にAを視聴しなければならない。 
このシナリオでも、図2の①と②の様にループが発生し、プロセ

スがこれ以上進まない。これをデッドロックと呼ぶことにする。デ

ッドロック対策にも無限ループ回避で用いた方法を利用でき、コン

テンツAからコンテンツBへの代替が一代替サイクルで二度行わ

れている場合をチェックすることで防止可能となる。この場合も、

コンテンツ再生が実行されることはないので、図2の②を実行せず

にプロセスは終了する。 
図1 PVC プロトタイプシステムGUI 
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2.3.プロトタイプによるPVCの検証 
コアとなる視聴制御シナリオを元にインスタンスを作成し、プロ

トタイプシステムで実行することで、我々が意図する視聴制御の実

現可能性について検証を行った。検証シナリオは視聴制御条件につ

いて35項目、視聴制御実行内容について16項目ある。これらを

組み合わせてシナリオとインスタンスを作成し、実行した。表1 図2 無限ループとデッドロックの概念図 
3．PVC語彙の拡張 Prototype Evaluation and Vocabulary Extension for Program 

Viewing Control System. 様々な環境下において PVC の利用を可能にするため、PVC 語

彙（XML Schema2.0に準拠）の拡張方法について検討した。拡張

の方針として、柔軟かつ自由度の高い語彙拡張ができる必要がある。

この方針を満たす拡張方式が 文献[6]において提案されており、
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我々の目的とする語彙拡張が可能であるため、これを利用する。当

拡張方式では、PVC 定義のスキーマ中で拡張可能な語彙のタイプ

のみを指定し、語彙の具体的な値は定義しない（図 3、①）。この

タイプをインスタンスから参照することで（図 3、②）、無秩序な

語彙拡張を制約しながら柔軟な拡張を実現することができる。図3
では、スキーマで定義されているTargetingControlledTermsType 
を用いてインスタンスに NrOfLoops という語彙を新たに作成し、

NrOfLoops の内容として、ループを許可する回数を

ConstrainedDecimalTypeを利用して指定している。 

<onProcessCondition>
<viewingConditionContainer type="and" negate="false">

<mpeg7:Term termID=“NrOfLoops" xsi:type="int:TargetingControlledTermsType">
<mpeg7:Name>NrOfLoops</mpeg7:Name>
<TermConstraints xsi:type="int:ConstrainedDecimalType">

<minInclusive value="0"/>
</TermConstraints>

</mpeg7:Term>
</viewingConditionContainer>

</onProcessCondition>
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図3 PVC語彙拡張 

4．既存システムとの比較 
 PVCは独自の方式であるため、PVCそれ自体を他の既存技術や

研究と比較して評価することは困難である。そこで、PVC の主要

要素であるターゲティング、視聴制御[2]についてそれぞれ既存技

術や研究と比較した。 
4.1. ターゲティング 
 提案方式におけるターゲティングは、視聴環境情報、視聴者情報、

履歴情報と視聴制御条件および代替を利用して実現される。これら

を利用することで、既存のターゲティング手法よりも柔軟で効率的

なターゲティングを実現可能とした。表2において、既存のターゲ

ティング手法であるチェックボックス方式（個別化の為にユーザの

情報等をあらかじめ取得し、その情報に基づいて個別化を行う。

例：My Yahoo）、ルールベース方式（ユーザのプリファレンスや行

動に対応したルールをあらかじめ設定し、個別化を行う。例：オム

ツを買う顧客は高い確率でビールを買う）、協調フィルタリング方

式（顧客や商品の相関関係を利用した個別化手法。例：amazon.com
の推薦）とPVCターゲティング方式の比較結果を示す。 
表２ PVCターゲティングの比較評価（評価 高 A－C 低） 

ABBAユーザの動的な条件変
化への対応

BBBAターゲティング条件の拡
張性

ABCBユーザへの条件入力負
担

A詳細なターゲティング条
件の設定

CBC

協調フィルタリング方式ルールベース方式チェックボックス方式PVC方式評価項目
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A詳細なターゲティング条
件の設定

CBC
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4.2. 視聴制御 
一般的に視聴制御とは、コンテンツの操作や視聴許可などの制御

を指す。PVC の視聴制御は、視聴制御条件と視聴制御実行内容の

他に代替や視聴環境情報、視聴者情報、視聴履歴を利用することで

実現している。これにより、コンテンツの視聴前、視聴中、視聴後

のそれぞれにおいて視聴制御が可能となり、CAS(Conditional 
Access System)など既存技術では対応できないコンテンツ視聴の

ライフサイクル全てを制御することができる。また、ユーザのコン

テンツに対する違法視聴行為やコンテンツプロバイダの意図しな

い視聴行為を防止できると共に、コンテンツ提供者が積極的に視聴

者の視聴形態を意図する方向に誘導することが可能となる。代替を

利用することで条件や視聴状況に応じてリアルタイムに同一番組

に対して様々な視聴形態を提供することもできる。表3に、提案方

式の視聴制御に似た機能、特徴を持つXrML、CAS を利用した視

聴制御[7]とPVC方式視聴制御のメリット、デメリットを示す。 
表３ 視聴制御の比較 

•複雑な視聴制御不可。
アクセス制御等、コン
テンツ視聴の基本的
事項のみに対応。

•コンテンツ視聴中、後
の制御不可能

•リアルタイムで視聴
制御条件を選択する
ことができない

•視聴制御語彙の柔
軟な拡張不可

•視聴制御記述に不適
当な構造

•コンテンツ視聴中、後
の制御不可能

•リアルタイムで視聴
制御条件を選択する
ことができない

•視聴制御を実行する為の処理が複雑

•ＣASを利用した視聴
制御が既に実用化さ
れており、実用性が高
い

•視聴制御を実行する
為の処理がシンプル

•MPEG21やTVAF等、
様々な技術で利用さ
れている為汎用性や
信頼性が高い

•課金制御、認証に関
する制御語彙が充実

•視聴状況に応じて制御条件を柔軟、リ
アルタイムに選択可能

•コンテンツ視聴前、中、後の全フロー
に対する視聴制御が可能

•インセンティブを提供する等、ユーザ
にストレスを与えない視聴制御が可能。

•制御語彙拡張により、特定の目的に
適った制御条件が可能

CASXrMLPVC視聴制御

•複雑な視聴制御不可。
アクセス制御等、コン
テンツ視聴の基本的
事項のみに対応。

•コンテンツ視聴中、後
の制御不可能

•リアルタイムで視聴
制御条件を選択する
ことができない

•視聴制御語彙の柔
軟な拡張不可

•視聴制御記述に不適
当な構造

•コンテンツ視聴中、後
の制御不可能

•リアルタイムで視聴
制御条件を選択する
ことができない

•視聴制御を実行する為の処理が複雑

•ＣASを利用した視聴
制御が既に実用化さ
れており、実用性が高
い

•視聴制御を実行する
為の処理がシンプル

•MPEG21やTVAF等、
様々な技術で利用さ
れている為汎用性や
信頼性が高い

•課金制御、認証に関
する制御語彙が充実

•視聴状況に応じて制御条件を柔軟、リ
アルタイムに選択可能

•コンテンツ視聴前、中、後の全フロー
に対する視聴制御が可能

•インセンティブを提供する等、ユーザ
にストレスを与えない視聴制御が可能。

•制御語彙拡張により、特定の目的に
適った制御条件が可能
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5．まとめと今後の課題 
 本稿ではPVCプロセッサのプロトタイプを実装し、それを用い

た視聴制御の実現可能性の検証を行うと共に、PVC 語彙の拡張方

式の検討を行った。また、PVC の主要要素と既存の技術・研究と

の比較を行うことで、PVCの有用性を示した。 
今後は実環境においてPVCを利用した動作検証、取得された履

歴の本人以外の利用、PVC システムと他のアプリケーションとの

連携、MD改竄防止などセキュリティ関連について検討を行う必要

がある。 
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